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研究成果の概要（和文）：本研究では、日本の大学に在籍中の留学生あるいは、元留学生のライフストーリーを
聞き取った。書きあがったストーリーは、10本（中国、韓国）である。これらを将来像の形成過程という点から
分析すると、日本での就職を目指すには、日本語を使ったなんらかの「居場所」が必要であること、モデルの存
在が将来像の形成に大きく関わっていることが明らかになった。また「正しい日本語」を目指すのではなく、留
学生の肯定的な「日本語を話す自己」の形成に寄与する日本語教育、キャリア教育の必要性が指摘された。今
後、ライフストーリーを使った教育実践の他、本研究で使われたライフストーリー研究手法を精緻化する課題が
浮かび上がった。

研究成果の概要（英文）：In our research, eleven life stories of Chinese and Korean undergraduate 
students ― who are studying or have studied in Japan ― are examined with two main questions in 
mind: how do they make their career plan such as where find a job or going to graduate school? And 
what are the significant issues in making these visions? Life stories made from the interviews 
indicate that a) having a comfortable place to speak Japanese is necessary in making a decision for 
finding employment in Japan; and b) having a good role model plays a crucial role in shaping their 
career plan. Our research also suggest that alternative Japanese teaching ― in which the emphasis 
is placed on helping the learner build a positive Japanese speaking self. In the future we want to 
refine our research methods and use life stories as part of the classroom curriculum and evaluate 
how effective they are in improving students’ sense of self as Japanese language users.

研究分野： 日本語教育
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１．研究開始当初の背景 
 言語習得には、第二言語使用者としての自
己の発達を伴っているという（Pavlenko & 
Lantolf, 2000) 。学習者がどのように自己を
発達させるのか、その軌跡を明らかにするこ
と、およびその自己の発達を援助する日本語
教育の在り方の検討が求められている。 
 
２．研究の目的 
 特に学部留学生は、日本語の自己の発達の
みならず、大学卒業後の人生の生き方を決め
るという発達上の課題にも直面している。学
部留学生が将来像を具体化する過程に、日本
語の自己はどのように結びついているのだ
ろうか。 
本研究では、１）将来像の形成に焦点をあ

てて、学部留学生のライフストーリーを作成
する。２）集められたライフストーリーに日
本語の自己はどのように表れているのか考
察を加え、３）新たな日本語教育／キャリア
教育の在り方を提言することを目的として
いた。 

 
３．研究の方法 
ライフストーリーはさまざまな手法があ

るが、その中でも研究者が対象者のストーリ
ーを理解し、ストーリーとして書き表すとい
う解釈学的ライフストーリーを用いた。この
解釈学的ライフストーリーは、ナラティブセ
ラピーなどの臨床心理学および、リクールな
どの解釈学にその源流を持っている。 
その特徴として、ライフストリーは、研究

者の声と研究協力者の声を分離せず、研究協
力者を主人公としたストーリーとして書か
れる。例えば、「S さんは、田舎に生まれまし
た」などだ。研究者と研究協力者の声を分離
しないことは、三代（2014）によって批判さ
れているが、「研究者が理解した」という限
定はつくものの、研究協力者から見た世界が
描けるという利点がある。 
また、そのライフストーリーの読者は、ラ

イフストーリーの主人公である研究協力者
の世界を「物語」として知ることになり、自
分自身の持っている世界観を揺さぶられる
こともある。 

 
４．研究成果 
 10 本のライフストーリーが作成された。研
究に協力してくれた留学生は学部留学生、短
期留学生、編入生などである。地域的にも都
市部に偏ることなく、北海道／東北地区、関
東、関西、九州の私立／国公立大学で学んで
いる留学生のストーリーが作成できた。研究
協力者の出身国は、中国、および韓国で、当
初の予定より偏ってしまった。また、当初予
定より本数が少なかったのは、解釈学的ライ
フストーリー作成に、予想以上に時間がかか
ったからだ。 
作成されたライフストーリーは、ライフス

トーリー集として、本研究グループで共有し

ている。本研究グループは、これらのライフ
ストーリーをもとに、学部留学生の将来像形
成と日本語を話す自己との関係について、考
察を深めた。本研究で明らかになったことは、
以下の３点である。 
１）学部留学生は大学生活の中で、「日本

語を話す」新しい自己を構築しなければなら
ないが、その葛藤に満ちた過程の中で、日本
語におけるなんらかの「居場所」が必要であ
ることが明らかになった。その居場所とは、
時にアルバイト先、時にゼミであったが、彼
らが日本語を使う空間の中で、日本語を使う
自己に肯定的な感覚を得られる場所であっ
た。それは、新たな自己の構築を多くの場合
伴っていた。 
２）さらに、将来像の形成には、モデルの

存在が非常に重要であった。そのモデルとは、
日本で出会う必要があるわけではなく、母国
でのモデルもあった。 
３）しかしながら、将来像の形成には、日

本語を話す自己だけではなく、母国での状況
や日本と母国との経済状況なども関わって
いることが明らかになった。このことは、将
来像の形成は、常に世界の経済状況などに左
右されるということ、時間を超えた一般化／
図式化することは非常に複雑であることを
意味している。 
これらのことから、「正しい日本語」を目

指すのではなく、留学生の肯定的な「日本語
を話す自己」の形成に寄与する日本語教育の
必要性、日本人をモデルとするのではなく、
先輩留学生や同国人ネットワークの中で見
つけられたモデルを積極的に取り入れるキ
ャリア教育の必要性が指摘された。 
本研究の分担者である中谷は、これらの知

見を活かして、学部留学生を対象とした日本
語授業の中で、本研究で作成されたライフス
トーリーを使って実践を行った。そこでの成
果は、今後の課題として、これから本格的に
検証される予定である。またライフストーリ
ーを日本人学生と留学生の共修授業に教材
として応用されている（久野、2016）。 
今後は、本研究で作成されたライフストー

リーを使った教育実践を開発する、本研究で
使われた解釈学的ライフストーリー研究手
法を精緻化するなどに課題に向き合う予定
である。 
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